










指導事例 単元名 よりよい生活を工夫しよう（小学校６年）単元名 よりよい生活を工夫しよう（小学校６年）

■主な学習活動■主な学習活動

環境に配慮した生活について調べ
るなどの活動を通して、自己の生
活を振り返り課題意識をもてるよ
うにしましょう。また、一般社会
における環境問題を取り上げるの
ではなく、身の回りの生活の場面
で工夫しながら取り組める範囲と
して考えられるようにしましょう。

保護者や近隣の人々への取材をもとに、環境に配慮した家庭生活の工夫を実践することを通し
て、近隣の人々や生活環境への関心を高め、共に豊かな生活を営もうとする態度を養う。

目標

資料掲載以外の教科と環境教育のポイント例

家庭科における環境教育のポイント

ポイント
ポイント
ポイント

自己の生活を見つめ、環境についての課題を見いだす
環境保全に役立つ具体的な技能を身に付ける
学習したことを実生活で実践する

１
２
３

ポイント １

○国語科、英語科…環境問題を扱った説明文を活用したり、環境について話し合ったりする　など
○算数、数学科…環境問題に関する数量を図や表、グラフ等を用いて処理する　など
○音楽科…歌詞に歌われている自然の美しさを感じ取る　など
○図工、美術科、技術・家庭科…身近にある資源を教材として利用する　など
○体育、保健体育科…環境と心身の健康とのかかわりについて、身近な課題をもとに話し合う　など

④家庭で実践する。

⑤実践したことをまとめ、発表や提言をする。

②取材等を基にして、自己の生活を振り返り、課題をもつ。

③自分の家庭生活でできることを考え計画を立てる。

①環境に配慮した生活の工夫について、保護者や近隣の人に取材
する。

様々な物を大切にすること、洗剤の使用量、食用油
の処理方法、ゴミの分別、エアコンに頼らない室温
の調節、照明の節約、不要品のリサイクル　等

自分や友だちが取材してきたこと
や調理･製作などの実習･実験･観
察等で身に付けた技能を基にして、
家庭で実践できるものを選び、具
体的な計画書の作成を進めましょ
う。

ポイント ２

児童・生徒の計画書を掲載した通
信等をとおして保護者の理解や協
力を得るとともに、授業参観やオ
ープンスクール等の機会を利用し
て発表を行い、家庭や地域へ発信
していきましょう。

ポイント ３

例として

エコバック作成の様子



指導事例 単元名 自分たちの生活と環境問題について考えよう（小学校６年）

■主な学習活動■主な学習活動

総合的な学習の時間では、課題設
定がとても重要です。その際に、
地域にある学習素材から特定の現
象に気付かせ、そこから子どもた
ちの好奇心や探究心を刺激し、課
題設定にもっていくように、ねら
いの明確化と「しかけ」を大切に
しましょう。

身の回りの環境の変化に気付き、環境を守っていくために自分たちでできることについて追究
していくことで、環境に配慮した生活の大切さに気付き、実践できるようにする。

目標

尾瀬学校について

総合的な学習の時間における環境教育のポイント

ポイント
ポイント
ポイント

地域にある学習素材や身近な話題から課題を見出す
様々な情報や体験を基にして環境に対する認識をもつ
環境に関する考えを深め、保全活動等の実践をする

１
２
３

ポイント １

　県では、平成１９年８月に「尾瀬国立公園」が誕生したことに伴い、尾瀬を群馬県の子どもたちの環境教育
の場として積極的に活用していきたいと考え、尾瀬学校を始めました。バスやガイド料の補助も出ますので、
尾瀬を学習の場として御活用ください。

コ
ラ
ム

②川が変化しているのは、自分たちの生活様式の変化が原因であ
ることを知り、生活と環境について学習するめあてをもつ。
③班ごとに課題を設定し、調べる計画を立て、計画に沿って調べ
活動を行う。
・学校や家庭の電気使用量を調べたり、ゴミの分別の状況を調べ
たりする。
・自分たちの生活が、環境にどのような負荷を与えているのかを
考えたり、解決方法を考えたりする。
④調べたことを発表したり、環境を良くするために実践できそう
なことを話し合ったりする。
⑤電気をこまめに消したり、リサイクルをしたりするなど、環境
に配慮した生活を学校や家庭で実践する。
⑥実践したことを発表する。

①今と昔の川の違いを聞いたり、校区内の川の様子を調べたりす
る。

課題解決の過程で、人間の活動と
環境とのかかわり、身近な問題が
より広い地域につながっているこ
と、そして様々な問題が相互にか
かわっていること等を理解させ、
正しい認識をもたせることが大切
です。そのために、「環境につい
ての客観的な理解」や「体験的活
動を通しての実感を伴う理解」を
させるようにしましょう。

ポイント ２

環境問題については、知識の取得
や理解にとどまらず、自ら行動で
きる人材を育むことが大切です。
そのためにも、児童・生徒の発達
に合わせて問題をもてるようにし、
その解決のためにすべきことを、
子ども自身に調べさせたり、考え
させたりして、実践までもってい
くようにしましょう。

ポイント ３

単元名 自分たちの生活と環境問題について考えよう（小学校６年）










